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Hokkaido Lifelong Learning Promotion Center
北海道立生涯学習推進センター

視聴覚教材の収集・整備・貸出しを行い、市町村や関係団体の生涯学習活動を
支援する。

北海道立生涯学習推進センター

基本方針

機能

○ 本道における生涯学習振興の拠点として、市町村や高等教育機関及び産業界と連携を図り
ながら、社会の進展や地域の要請にこたえる事業を総合的に行い、道民のさまざまな学習が
促され、それらの活動が豊かに展開されるよう支援する。

（１） 調査研究

（２） 指導者の養成・研修

（３） 学習情報の提供・相談

（４） 学習機会の提供

（５） 教育メディアの利用促進

生涯学習の推進に関する調査研究を行うとともに、その成果の普及に努める。
また、生涯学習に関する研究資料の収集及び保存に努める。

生涯学習を推進する指導者の養成を行うとともに、生涯学習関係職員等の資
質向上を図るため、各種研修を行う。

生涯学習に関する情報の収集及び提供を行うとともに、各種相談に応じる。
また、家庭教育支援及び市町村行政機関関係者等への支援を行う。

新しい北海道を創造する人づくり・地域づくりに関する学習機会の提供を行う。
（写真）北海道立生涯学習推進センター

※道民活動センタービル「かでる２・７」８階
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4（４）学習機会の提供
北海道と包括連携協定を締結している民間企業との取組



Hokkaido Lifelong Learning Promotion Center
北海道立生涯学習推進センター

概 要

○ 文科省からの委託により、令和２年度から教育機関である北海道立生涯学習推進センターが実施。
・ 担当職員３名（うち社会教育主事２名）

○ 本道の広域性を踏まえ、オンライン会議システム「Zoom」 にて講義を配信。
・ 〔講師及び事例発表者〕道内：12名、道外25名（令和５年度社会教育主事講習A日程）

○ A日程（７月～９月）とB日程（10月～１月）で実施。

○ 受講者数
・ 令和２年度 74名（資格付与）、64名（一部科目指定）
・ 令和３年度 122名（資格付与）、71名（一部科目指定）
・ 令和４年度 88名（資格付与）、36名（一部科目指定）
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３つのポイント 6

全科目のオンライン実施１

「社会教育演習」における専門的な分野に特化した学び

北海道社会教育主事会協議会との連携

○ 道内14管内社会教育主事会及び道教委社会教育主事会で構成。
○ 受講後のつながりにも期待。
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３つのポイント①
7

受講者のデジタルリテラシーの向上

B講習の事前・事後に実施した、受講者のオンラインスキル意識に関するアンケート結果より〔回収：62/70（事前）、66/70（事後）〕

全科目のオンライン実施

自分のオンライン研修のスキル変容について 事後

・受講前と比べてスキルは上がった。 44人（66.7%）

・受講前と比べてスキルは少し上がった。 17人（25.8%）

・あまり変わらない。 5人（7.6%）

61名（92.5%）

Googleについて（複数回答可） 事前 事後

・Classroomは基本的に活用できる。 52人（83.9%） 64人（97.0%）

・Chatは基本的に活用できる。 46人（74.2%） 59人（89.4%）

・formの回答は基本的に活用できる。 51人（82.3%） 59人（89.4%）

・slideは基本的に活用できる 33人（53.2%） 45人（68.2%）

・Jamboardは基本的に活用できる。 17人（27.4%） 38人（57.6%）

全ての項目において
事後が事前を上回る
結果
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３つのポイント①
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道内外の多才な講師による講義

全科目のオンライン実施

○ 質の高い講義を効率的に受講し、最先端の知識を身に付けることができる。

素晴らしい講師陣から、社会教
育の最新の情報を学ぶことができ
ました。大変満足しています。

受講者事後アンケートより

・東京大学大学院教育学研究科教授 牧野 篤 氏
・特定非営利活動法人教育支援協会代表理事 吉田 博彦 氏
・文教大学人間科学部准教授 青山 鉄兵 氏 等

→ オンラインの良さを活かした多様な学び方を経験したことにより、多様な学びの場づくりが期待できる。

講義をしていた先生が、その
日の夜にNHKの北海道特集で
取り上げられている姿を観て、
最先端の社会教育を学んでい
る気がしました。

受講者事後アンケートより



Hokkaido Lifelong Learning Promotion Center
北海道立生涯学習推進センター

３つのポイント②
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実践力を身に付ける基盤づくり

「社会教育演習」における専門的な分野に特化した学び

○ 「地方創生」、「防災教育（災害対応）」、「放課後活動」、「高齢者教育」の４つのテーマから、受講者自身がテーマ
を選択し、グループで協力しながら主体的に事業企画案を作成。

「地方創生」 「防災教育（災害対応）」 「放課後活動」 「高齢者教育」

話し合いや現場の声を聴く内容を可能な限り多く設定。

→ オンラインの弱点と言われる交流の難しさを克服するとともに、現場での実践に繋がる学びを提供。
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受講者数（層）の変化

○ 令和２年度から、当センターが受託。受講者数は令和元年度までと比べ、大幅に増加。
○ 受講者層については、行政、民間等が増加傾向。
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令和４年度受講者事後アンケートより受講者数（層）の変化

○ オンラインだったため、様々な方が参加しており、地域の枠を超えて交流することができた。

○ 出張命令簿や復命書などの業務を減らすことができ、オンラインでも効果的な研修であった。

○ 遠方に住んでいるため、会場に行くことは難しい。オンライン実施だったため、旅費がかからず、
手軽に参加することができた。

○ オンライン研修自体が勉強になった。

→ オンラインでの実施により、参加に対する負担が軽減された。
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受講者数（層）の変化 14管内のうち10管内で受講者数が増加！

札幌市

管内 R1 R4

空知 3名 6名

石狩 9名 19名

後志 3名 6名

胆振 4名 7名

日高 1名 3名

渡島 5名 4名

檜山 2名 0名

上川 4名 11名

留萌 0名 1名

宗谷 1名 1名

オホーツク 2名 9名

十勝 3名 9名

釧路 8名 5名

根室 2名 4名

〔受講者数〕

空知

後志

胆振
日高

留萌

上川

オホーツク

十勝

根室

〔オホーツク管内〕７名増
札幌市から網走市（約330km）

車で約５時間（※）

〔根室管内〕２名増
札幌市から根室市（約450km）

車で約６時間（※）

〔上川管内〕７名増
札幌市から旭川市（約140km）

車で約２時間（※）

〔十勝管内〕６名増
札幌市から帯広市（約200km）

車で約３時間（※）

→ 札幌市から離れた地域の受講者が増加傾向。
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※高速道路を使用し、渋滞がない場合
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オンラインでの実施による可能性と課題

○ オンラインを活用することで学習の内容・方法の多様化・充実化を図ることができ、様々な人々が共に学び合
う場を実現していくことが可能。受講しやすい環境を整備することで、社会教育主事はもとより、社会教育行政を
理解した 「社会教育士」を多く育成することに繋がり、地域の社会教育の振興に寄与することが期待される。

○ 多様な受講者同士が共に学ぶことができる場を設定することで、新たな学びの機会へ繋がることが期待で
き、様々な取組や活動への可能性が広がる。

△ 受講者から「他の方々との交流を深めるような対応をして頂けるとつながりも深まると感じた。」といった感
想があるなど、オンラインによる運営の更なる工夫や、社会教育主事講習後の研修・交流機会の設定が必要。

〔受講者の声〕（受講者事後アンケートより〕
・ 事業を進める上での①課題やプロセスが語られる講義があると良いと思った。
・ オンラインでも対面でも良いと思うが、②講師や受講者と交流が深められる工夫があると良い。
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課題に対する取組①－１～課題やプロセスが語られる講義

○ 「社会教育演習」では、ブレイクアウトルーム機能を活用し、４～５人が１グループとなって活動。

○ 各教育事務所や各道立体験活動支援施設ネイパルで勤務している社会教育主事による、防災・地域づくり
・放課後活動など専門的なテーマに特化した事業を企画・立案する際のポイントについてショートレクチャー。

○ 北海道社会教育主事会協議会に所属している、市町村教育委員会の社会教育担当者から事業を企画す
る際の注意点やニーズの捉え方、課題整理の仕方、各種計画との接続について説明を受け、助言者のアド
バイスを参考に参加者同士が話し合い、事業企画を共に考え、発表。

・ 課題やプロセスから、実際の社会教育活動がどのように行われているのか知り、学ぶ。
・ 専門的な知識を身につける。
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課題に対する取組①－２～課題やプロセスが語られる講義

〔医療法人稲生会〕
みらいつくり大学の取組

・ 多様な主体による事例発表を多く設定することで、学習者の多様な特性に応じて学習支援を行うことの重
要性を理解するとともに、具体的な活動や取組のイメージを持つ。

〔NPO法人えんおこ〕
遠別農業高校活性化
プロジェクト

〔滝川市立図書館〕
賑わい創出と行政間連携

〔（一社）富良野デザイン
会議暮らしステーション〕
ふらのみらいらぼ

〔社会福祉法人ゆうゆう〕
介護のしごと魅力発信事業

施設間ネットワーク 障がい者の生涯学習 地域と福祉

地域学校協働活動 まちづくり
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課題に対する取組②－１～講師や受講者が交流を深められる工夫

運営者 - 受講者

講師 - 受講者

受講者 - 受講者

○ Google Classroom の利用
→ リフレクションシートの提出、返却、受講に関する質問・回答等のやりとり。

○ Google Chat の利用
→ 講義の質問や感想を含めて、受講者と講師が交流。

○ ブレイクアウトルーム（Zoom） の利用
→ １日の最後には、１０～１５分程度を「１日のふりかえりの時間」として、運営者で振り

分けたグループで、講義の感想等を交流。

〔令和４年度事後アンケートより〕
・ 受講生の立場をよく理解していただき、研修について配慮いただいたことに心より感謝いたします。困った時にもとても親身に対応

していただき安心して受講できました。
・ オンライン講習の中で浅川ルーム（社会教育主事）が1番の楽しみでした！対面で会えない分、浅川ルームでグループ以外の人と

もコミュニケーショ ンを取ることが出来、講義後も仲良くしたいと思える人々に出会えた事は今後の財産になると思います。
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課題に対する取組②－２～講師や受講者が交流を深められる工夫

青少年教育施設の中継（令和２年度〔Ｂ〕講習）

○ サテライト会場となっていた「北海道青少年体験活動支援
施設ネイパル森」の施設内の様子を参加者に中継配信

（写真）北海道青少年体験活動支援施設ネイパル森会場
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社会教育主事講習後の研修・交流機会の創出
18

「生涯学習概論～生涯スポーツと社会教育」

「生涯学習支援論～参加型学習の実際とファシリ
テーション技法」
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・ 北海道社会教育セミナー ・ 地域生涯学習活動実践交流セミナー

社会教育主事講習後の研修・交流機会の創出
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受講者の声・感想

【NPO法人スポーツクラブ（クラブマネージャー）】

社会教育士Aさん（R3社会教育主事講習受講）

社会教育士Bさん（R3社会教育主事講習受講）

「わたしは今、障害者の生涯学習に携わっています。社会教育という学びの場がなぜ必要なのか、社会
教育主事講習で一から学ばせていただき、行政が地域住民のために取り組む目的も知ることで、障害
のある方と共に学ぶ場づくりの参考となりました。」

→ 社会教育主事と社会教育士が共に学んだことで、お互いの役割分担を理解する
ことができたのではないだろうか。行政職員、教員だけではなく、民間など多様な方
が共に学ぶ意義。
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「法令や社会教育のこれまでの経緯などを学んだことで、改めて自分の活動を見つめ直したり、今後の
方向性を明確にしたりすることができました。]

【医療法人職員、北海道教育委員会社会教育委員】
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社会教育主事講習を通じて目指すこと

○ 北海道内における、社会教育主事の配置促進。

○ オンラインでの実施により、受講しやすい環境づくりを進め、社会教育行政につ
いての知見がある方（社会教育士）を、行政内部だけでなく、社会の様々な領域に
いる状況を創り出す。

○ 道立生涯学習推進センター機能の一つである「指導者の養成・研修」に社会教育
主事講習を核として、プレ研修やフォローアップ研修を効果的に位置付けることで、
社会教育人材の養成・研修を系統的に展開。

→  ・ 北海道の実情に応じた実践的な学びの場の実現。
・ 地域づくりや福祉などを、教育部門との連携によって、自治的に進めることが
できる、よき社会の実現。
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